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南極昭和基地 でのCO,観測
田 中 正 之
南極中層大気総合観測計画(MAP)の 一環として,
昭和基地でのCO2濃 度の精密観測が取 り上げられた.
まず24次隊(牧 野隊員)に よってフラスコ・サンプリン
グによる観測が開始され,25次隊(塩 原隊員)で は高性
能の非分散赤外分析計(NDIR)に よる現地での連続
観測が開始 された.こ の種の観測は,長 期間に亘って継
続すればするほど厚みのある科学的知見を与えてくれる
ものであり,その意味では末だ始まったばかりで成果を
云々する段階には至っていない.し かし,今 日までの経
過は予想以上に良好であるので,こ こにその概要を報告
し,併せて各次の隊長をはじめ観測の実施に当って多大
なご尽力をいただいた多くの方々に謝意を表したい.
よく知 られているように,地球規模での環境問題とし
ての 「炭酸ガス問題」には,地球科学の立場から早急に
解明すべき二つの課題がある.一 つはCOs増 加に伴 う
気候の変化をより正確かつ詳細に予測することであ り,
これに要する気候モデルの開発は国際学術連合会議(I
CSU)と 世界気象機関(WMO)の 共同提案による気
候変動国際協同研究計画(WCRP)の 中心的課題とな
っている.も う一つは,人間活動の結果大気 中のCO2
濃度が今後どのように増加 してゆくかを正しく予測する
こと,あるいはそのための科学的基盤を確立することで
ある.これは地球表層(す なわ ち大気 ・海洋 ・生物圏
間)のCOh循 環の実態と機構を定量的に把握すること
に外ならない.近 年の大気中のCOs濃 度の増加率は,
平均で約L3ppm/年であり,これは化石燃料消費によ
って大気に加えられているCOhの 約半分(50～55%)
が大気に残留しているとすれば説明がつく.化石燃料か
らの放出量の残りの半分は海洋か陸上植物かあるいはそ
の双方によって吸収されていることになるが,そ のいず
れであるかは不明で,　"problem　of　issing　sink"と呼
ばれる厄介な問題を提起している,森 林生態学者は,最
近の10年間,熱 帯降雨林の大量 破壊 の 結 果,生 物圏は
COiの放出源 となっていると主張 してい る.一方海洋
化学者は,そ の多くの努力にも関らず,化 石燃料か らの
放出量の半畳を海洋に無理なく吸収させ得 る よ うな モ
デルの開発には成功していない.森 林生態学者の論のよ
うに生物圏がCOiの 放出源であるとすると,海洋は更
に大きな吸収源でなければならず,問 題は一層深刻とな
る.ところで,大 気 ・海洋間,大 気 ・生物圏問では年々
大量のCO2交 換が生 じてお り,こ こで問題になってい
る化石燃料からの放出最の半分とい うような最は,それ
ぞれの交換過程におけるわずか2～3%の不均衡 に相当
している.地球全体を対象としてこのようなわずかな不
均衡を検出するような収支観測を実施することは現状で
は殆ど不可能であるといってよい.一 方,CO2は大気中
では安定でよく保存されるので,そ の濃度の空間的 ・時
間的分布は専 ら地表面(海洋および陸上植物)での放出 ・
吸収の空間的 ・時間的分布を反映 してきまってくる,し
たがって,適 切な大気(輸送)モデルによるCO2濃度解
析から,地表面での放出 ・吸収強度の空間的 ・時間的分
布を決定することが可能である.幸 にして,空 間的 ・時
間的により代表性の高い観測点を選ぶことによって効率
の良い観測を実施し得る可能性があり,また,大 気大循
環モデル(GCM)を は じめとする各種の大気モデルも
急速に発展しつつあるので,こ のアプローチに最も大き
な期待が寄せ られている.　WMOがBAPMoN　 (Base-
line　Air　Pollution　Monitoring　Network)を組織 し,南
極地域 も含めて既に40点近いCO2観 測網を展開してい
るね らいもここにある.た だし,地表面に観測点を置 く
限 り,どのように理想的と思える地点も多かれ少なかれ
そこに固有の局地的(local)な影響をまぬがれない,地
域的　(regional)　な影響はもとよりである.データの 適
正なサンプリングという点から観測網の量的拡大が求め
'
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られ て い る.大 気 は,CO2の 他 の リザ ー パ ー に比 して,
そ の 混 合 速 度 が 著 し く大 きい.地 表 面 で のCO2濃 度 の
年 平 均 値 は,南 極 域 と北'11球の 中 ・高 緯 度 との 闘 で 約3
ppm(1%以 下)に 過 ぎな い.各 観 測 点 間 の 濃度 差 を 正
し く検 出す るた めに は,極 め て 高 精 度 の 観 測 が必 要 とな
る.　BAPMoNの 現 状 は 、 測 器 の 機械 的 精 度 の不 足 や 検
定 の た めの 標 準 ガ スの 不 備 の た め,必 ず し もこ の 要 請 を
満 た し てい ない.　WMOも この 点 を認 識 して,観 測 の 質
的 向 上を 当面 の 最 軍慮 課 題 と して い る.思 わ ぬ 長 談 議 に
な っ て し ま った が,以..ヒが 何 故 い ま敢 て 昭 和1基地 でCO2
観 測 をす るの か とい う こ との 背 景 で あ る.
さ て,　BAPMoNな ど に おけ るCO2観 測 精度 の[U際
水 準 は 相 対 精 度,絶 対精 度 共 に お よそ ±0.3ppmであ
る.た だ しこ れ は,N2ペ ー スの 標 準 ガ ス を用 い て い る
た め に 生ず る 大 きな 誤 差 に対 す る制;iEが理 想 的 に行 な わ
れ た 場 合の 精度 であ り,実 際 に 実 現 され て い る精 度 は さ
らに 低 い.大 気 中のCO2濃 度 の 観 測 か ら 上 に述 べ た よ
うなCOi循 環 に関 す る情 撒 を得 るた め に は,こ の 精 度
で は 不1'分で あP,こ の た めWMOのCO2の 計 測 に
関 すIJ　・Jv:iii]家会 議 は1981年に,空 気 ベ ー スの 標 準 ガ ス を
用 い 精 度 士0.lppmの計 測 を 行な う 必 要 の あ るこ と を
勧 告 し てい る.今 回 昭 和 基 地 で 開 始 され た 観 測 は,フ ラ
ス コ ・サ ンプ リ ング も連 続 観 測 も相 対精 度 は 実 に 士0.Ol
ppmと い う極 め て 高 精度 の もの で あ る.絶 対 精 度 は 標
準 ガ ス の 精 度 に よ るが,細 心 な`fSl":法に よP±0.13ppm
の 空 気 ベ ー ス の 標準 ガ ス シス テ ム が川 い られ て い る,昭
和 基 地 は1981年のWMO1り 「`1家会1議の 要 請 を ク リア し
てい る[11:界で 唯 ・の 観 測.点で あ る.現 地 連 続 観 測 に よ っ
て これ ま で に 得 られ てい る知 見 を要 約 す る と以 下 の 通 り
で あ る.ま ずCO2濃 度 の 規 則 的 なll変化 は 全 く認 めL'、
れ な い.濃 度 の 不 規 則 変 動 も殆 ど存 在 し ない が,時 と し
て基 地 活動 の 影 響 と 見 られ る振 幅0,2ppm程 度 の 微'1・
変 動 が 認 め られ る.こ の よ うな ア ウ トラ イヤ ー は 客 観1的
な統 計 千法 で 容 易 に除 去 で き る.小 振 幅 な が ら規 則 的 な
季 節 変 化 が明 瞭 に 検 出 さ れ る,濃 度 の 極 小 は4月 中 旬
に.極 」(は!O月tll句に 見 られ,振 幅 は　peak.to・peakで
1.2ppmであ る(図1).こ の よ うな 規 則的 な 季節 変 化
に振 幅0.1～0.2ppm,時間 ス ケ ール 数H～1'数[1の 不
規 則変 動 が 屯畳 し て い る.こ の 不 規 則 変 動 は,昭 和 居 地
周辺 の シ ノブ テfッ ク ス ケ ール の 気 象 擾 乱 に 伴 う空 気 の
大 規 摸 混 合 に よ る ら しい こ と も確 か め られ つ つ あ る,こ
れ らの 結 果 は,1983年来の フ ラ ス コ ・サ ンプ リ ングの 結
果 とも ほぼ 完 全 に ・致 し て い る.両 者 合 わせ る と,年 平
均 濃 度 は1983fF・に341.2ppmであ っ た もの が,1984{「に
は342.6ppmとな り　L4ppm増 加 して い る,こ れ ら の
結 果 は.1985年ll月ス イスの カ ンデ ル シ ユテ ー クで 開1崔
さ れ た 国 際 会 議　 (At皿ospheric　Carbon　Dioxide,　Its
Sources,　Sinks,　and　Global　Transport/Commission　on
Atmospheric　Chemistry　and　GLobal　Pollusion　o〔　the
International　Association　of　Meteorology　andAtmos.
pheric　Physics)　で 報 告 され,か つて 見 た こ との な い 最
も美 しい 結 果 と して 大 きな 反響 を呼 ん だ,そ の 後,1985
年11月 に,1981年に 次 ぐWMOの 第21"川 のCO2:汁
測lj1:門家 会 議 が ス ク リ ッブ ス 海 洋研 究 所 で 開 催 さ れ た
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図1昭 和 居 地 で のCO2濃 度 の観 測 結 果
各 点 は 日 平均 濃 度 の デ ー タ を,実 線 は 季 節 変 化 を周 期1年 と半 年 の フ ー リエ,経 年 変 化 を キ ュ ー ピ ッ ク ス
プ ラ イ ンで表 現 した 最適 関 数 近 似 を示 す.1985年2月以 降 の デ ー タは テ レッ ク スに よ る1日2回 の デ ー ク
の 平 均 で あ り,標 準 ガ スの 最 終 チェ ッ ク もま だ な され てい ない も の で,参 考 ま で に の せ た もの で あ る.
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(筆者 は 都 合 に よ って 出 席 で きな か った)が,そ こ で も
昭 和 基 地 で の 観 測 が 大 き な 話題 と な っ た 山 で あ る.南 極
域 で は,既 に ア メ リカ の ス ク リ ップ ス海 洋研 究 所 とNO
AAお よび オ ー ス トラ リア のCSIROの 観 測 が あ り,
これ らは 他のBAPMoNス テ ー シ ョ ン同 様 ス ク リ ップ ス
の 標 準 ガ ス ス ケ ー ル に基 づ い てい る.昭 和 基 地 で の 観 測
は これ と全 く独 立 の標 準 ガ ス ス ケ ール に よ る もの で あ る
た め,結 果が 定 量 的 に一 致 す るか 否 かが 大 き な関 心 事 で
あ っ た....As　you　expected　there　was　considerable
interest　in　your　progress　in　Japan　both　with　the　NDIR
instrumentation　and　gravimetric　standards.　It　was
noted　that,　on　average,　your　1984　Antarctic　data
agrees　xtremely　well　with　that　obtained　byScripps,
NOAA　and　CSIRO　in　the　Antarctic　region,　suggesting
that　he　ScripPs　scale　is　very　close　to　yours　in　abso・
lute　sense...,同会 議 の 主 役 の 一 人 で あ るCSIROの
Pearrnan博士 か らの 手 紙 の一 節 で あ る が,こ の 南 極 域
で の デ ー タの 一 致 がBAPMoNの 推 進 者 達 を 大 い に 勇
気 づ け た との こ と であ る.今 後昭 和 基 地 で の 高 精 度 の デ
ー タ が さ らに蓄 積 して 行 く と,CO2増加 率 の 年 々変 動,
季 節 変 化 の振 幅 の 経 年変 化 な どの実 態 がつ まび らか と な
り,観 測 の 本 来 の ね らい で あ る　CO2循 環 の 解 明 に大 き
く寄 与 す るで あ ろ う と期 待 して い る.
(筆者:気 水 圏 遠 隔観 測 部 門客 員 教授,
東 北 大学 理 学 部教 授)
1985/1986国際共 同観 測 報告
神 沼 克 伊
1985/86シーズンのマクマー ドサウンド地域での国際
共同観測は,私 のほか東北大学理学部の三浦哲助手と名
古屋大学理学部の山田守技官の3名 が,日本隊 として参
加 した.例 年と異なり三浦,山 田の両名はニュージーラ
ンドのスコット基地に居住 し,私はマクマー ド基地に居
重 力 測 定
住した,マ クマー ド基地で私はアメリカ隊の一員として
の参加のはずであったが,実 際には同本隊として独立し
たプロジェク トとしての待遇を受けた.
私の ミッションナ ンバーはS-305Bが与えられ,交 換
科学者として南極点基地に滞在した山内助教授(極地研)
がS-305Aであった.ヘ リコプターも希望した1便4時
間が割当てられ,過 去3年間実施してきた極地研所有の
ラコステ重力計(G-183)によるマクマー ド基地と南極
点基地の重力結合測定も実施も認め られた.た だし,重
力測定のための南極点行きは二回試みたものの,飛 行機
の故障,悪 天候などで実現できなかった.
今シーズンのマクマー ド基地の外国隊は私達だけであ
った.ペ ア ドモア氷河の地質調査にソビエ ト,陽石探査
に西 ドイツなど,外国からの科学者が参加していたが,
いずれもアメリカ隊のプロジェク トの一員としての参加
であった.
スコット基地では新しい観測棟に日本から持参 した地
震再生装置を設置し,再生,読 みとり作業を行なった,
マクマー ド基地では例年通 り地学研究棟の日本隊の専門
になっている部屋を使用した,
今シーズンの共同観測は観測棟内での作業が多かった
ので,例 年に比べて天候が悪かったにもかかわ らず,次
のように所期の目的を達成することができた.
1)エ レバス火山国際地震研究
スコット基地に設置してあるレコーダ類の保守,点 検
をするとともに,1985年度分の地震記録の再生,読 み取
り,配布を完了した.
2)重 力測定
ニュージーランドと共同で2フ ライ ト2点,日本独自
のフライトで2便(5時 間)8点,ロ ス島内合計10点で
測定を実施した.
アメリカ科学財団(NSF)の ウィルクネス極地局長
は12月下旬か らマクマー ド基地に滞在,こ れからの日米
共同プロジェク トに対し,非公式に意見を交換した,同
局長は共同研究の相手国として,　rl本を高く評価してお
り,極地研究所の松田所長との話合いにより,必要に応 じ
新しいプロジェク トを推進していきたいと語っていた.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
「ス コ ッ ト隊の足 跡 をた どる」探 検 隊
神 沼 克 伊
1985/86年のシーズン,マクマー ド地域では二つの私
的な探検隊,調 査隊のニュースがあった,そ のひとつは
「スコット隊の足跡をたどる」探検隊であり,他のひと
つは国際環境保護団体のグリーンピースが派遣した調査
隊であった.こ の二つの隊についての情報は,マ クマー
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ド基 地 で は噂 しか 得 られ ず,ス コ ッ ト基 地 で は 二 二ー ジ
ー ラ ン ド本1rqから送 られ て くる新 聞 に よ っ て 得 られ ξ}程
度 で あ った.
特 に グ リー ン ピー ス に つ い て は,マ ク マ ー ド地 域 の ど
こ か に 小 屋 を 建 て,越 冬 しな が らマ クマ ー ド,ス コ ッ ト
両 基 地 の実 態 を 調べ る ら しい とい う以外 は,ほ とん ど知
られ て い な か っ た.ニ ュ ー ジー ラ ン ドに戻 っ て か ら現 地
の 新 聞 で 知 っ た の は,船 が ロス海 西 側の 入rl付近 の 氷}llj
で ビセ ッ トされ てい た の が 、1月1011頃よ うや く脱lilし
た と い うニ ュ ー スで あ っ た.
「ス コ ッ ト隊 の足 跡 を た どる」 探 検隊 に つ い て は,12
月31[1,重力 測 定 で エ パ ンス岬 を訪 れ た時 に,い ろ い ろ
情 報 を 得 た.ロ ス島 の エ バ ンス1「111Tには 911年に 建 て られ
た ス コ ッ ト隊 の 小屋 が,南 極 の 史蹟 と して保 存 され て い
る が,そ の 北 側200mぐ らい の 所 に 新 しい 小 屋 が建 て ら
れ て い た.私 達 が ヘ リ コプ ター で エ バ ンス虫甲に 到 着す る
と,小 屋 か ら ・人の 男 が 出 て きた,彼 は 「足跡 をた どる
隊 」 の.・tltで,1985{r2jJ梛1でこ の地 を訪 れ ・小 屋 を
建 て,4名 が 越 冬 した.そ して,3名 が 徒歩 で南 極 点 を
目 ざ して お り、 間 もな く到 着す る予 定 だ とい う,極 点 か
らマ クマ ー ドサ ウ ン ドま で は飛 行機 で戻 る が,そ の 飛 行
機 は ア ル ゼ ンチ ンか らセ ス ナ機 を チ ャー タ ー し.船 で運
ん で きて,極 点 へ 飛 ば す 予定 で あ る との こ と だ っ た.
極 点 を 日ざ した3人 は,で きる だ け ス コ ッ ト隊 と同 じ
状 況 で 行動 す るH的 で,簡 単 な方 位 磁石 を持 っ ただ け の
徒 歩 旅 行,一一人 一人 が それ ぞれ'台 つ つ 瞳 を ひ き,出 発
も ス コ ッ ト隊 と 同 じ11月2il,到着.f定も1月1711であ
った,通 信機 も非 常 用 に持 っ て は い るが.使 用 しな いの
が 原 則 で,留 守 番 役の 人 は も ちろ ん,マ ク マ ー ド基 地 や
ス コ ッ ト基 地 で も,3人 が 何 処 を 歩 い てい る か,情 報 が
なか っ た.た だ,ペ ア ドモ ア リ(河付 近 で 地 質 調 査 を し て
い た ア メ リカ隊 のひ と つ の パ ー テ ィが ・行 と 会 った が,
f'定よ り10「1ほど遅 れ て い る との噂 を聞 い て い た.
この 探 検 隊 の 結 果 を聞 かず,私 達 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
に戻 った.1月13日 の=ユ ー ジー ラ ン ドの 朝.1:11は,3人
の 極 点 到 達 と迎 えの 船 の 沈 没 を ・斉 に 報 じて い た.3人
は 予 定 よ り早 く,1月111123時53分.南極,～鴇 こ到 達≡し歓
迎 を受 けた よ うだが,悲 劇 はそ の 前 に起 って い た.迎 え
の 船 が 剛1の 午 前 中 に,マ クマ ー ド基 地 の 北 方130km
の ビ ュ ー フ ォル ト9tl・1'近で,氷 の 圧 力で 船 体 中 央部 に亀
裂 が 入 り,沈 没 して し ま った.乗 組 員21名は 海 氷1:1:nc
をの が れ 無1算だ った.こ の 人 達 の 救 助 の た め,マ クマ ー
ド基 地 に近 づ き つつ あ った ア メ リカの 砕 氷船,ホ ー ラ ー
シ ーの ヘ リコ プ ター1機 とマ クマ ー ド基 地 の ヘ リコ プ タ
ー2機 を動 員 す る大 オペ レ ー シ ョ ンが組 まれ た.彼 ら全
員 は ・度,マ クマ ー ド基 地 に収 容 され た 後,1月15H,
ニ ュ ー ジー ラ ン ドの ク ラ イ ス トチ ャ ーチ に.ア メ リカの
飛 行 機 で送 り届 け られ た,日 本 への 帰 国 前 夜 、 シ ドニ ー
に 滞 在 して い た 私達 は.テ レ ビで ・行の 撮 影 した フrル
ム を 見 る こ とが で き た,360ト ンの トロ ー ル船 が あ っ と
い う間 に}tcの海 に沈 ん で い っ た,
1月2Mか らの約2週 川,マ ク マ ー ド),ξ地 は ア メ リカ
の 国 会 議 ほ や海 軍 大将 ら,　VIPの ラ ッシ ニ だ った.例
イト5チ ー ム編 成 され るヘ リの パ イロ ッ トは.今 シ ー ズ ン
は3チ ー ム がベ ア ドモ ア特 設 キ ャ ンプ に常 駐 してお り.
マ クマ ー ド基地 に は2チ ー ム が活 動 し て い る だ け だ っ
た.各 フ.ロジ ェク トへ の ヘ リの割 当 て時 間 が 少 な い う
え.故 障 の続 出,例 年 に な い悪 天候 な ど で.ヘ リの オペ
レー シ ョ ンは 大幅 に 狂 っ て い た.そ の 」:VIPが 来 てい
る の で研 究 プ ロ ジ ェク トへ の ヘ リの 割 当 て は,特 に 少な
い時 期 で あ っ た.
その よ うな状 況の も とで 行わ れ た 救 出 作 戦 で あ る か
ら,大 き な影 響 を受 けた プ ロ ジェ ク トもあ った ろ う,南
極 の 「|然の 猛 威 を改 め て思 い 知 らされ る で き ご と だ っ
た.
(筆者:国 立極 地 研 究 所 地 学 研 究 部閂 教 授 ノ
南 極観 測隊便 り
26次越冬隊の近況
昭和 基 地 で は11月2211よt〕太 陽 が1U中 沈 まな くな
り.い よい よ 夏の 訪 れ で あ る.雪 融 け も始 ま り基 地 の 通
路 や{「1発電 棟 の 雨漏 りが 激 し くな った.地 吹 雪 の 度 に 屋
根 の雪 降 ろ し を行 い 雪 解 け 水 の 侵 入 を防 が な け れ ば な ら
な い.
ペ ンギ ン,ア ザ ラ シ,オ オ トウ ゾ クカ モ メ,ユ キ ドリ
な ど南 極 の 動 物 達 も頻 繁 に 姿 を見 せ る よ うに な っ た.今
年 はペ ンギ ンの 数 が 増 加 して お り,ル ンバ で は11刀17|1
にL224羽 もの ア デ リーペ ンギ ンを見 るこ とが で きた.
27|1には 「日:11のIY{和基 地 新 聞 が300}]'を迎 え 盛 大 な 記
念 パー チf－ を開 い て 忙 しい,仕'拝 の 合 間 をぬ って新 聞
の 原 稿i1}き,印刷,配 達 と一.一人 教 徒 を こ な した 新 聞 社 の
社 員達 の 労 をね ぎ らった.
12月上旬 は 曇 りや 風 の強 い|1が続 き雪 解 け も進 まな か
っ たが,中 旬 よ り晴 天 の 日が 多 くな り夏 本 番 とな った,
'lttMも|.1【1sは+1°C位まで 上昇 す る|.1があ って 屋 外 作 業
一4一
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の 時 に は 汗 ば む 程 で あ る.
27次隊 の 受 入 れ 準 備 も着 々 と進み 除 雪,基 地 回 りの清
掃,新 し く建1没され る 作 業.|:作棟 の 基 礎 【:.ugなど も終 っ
て い つ で も新 しい 隊 を迎 え られ る態 勢 とな った.
大 陸1二の み ず ほ 基 地 に も遅 い 春 が訪 れ よ う と し て い
る.12月に な って 好 天 の 日が 多 く最 高 気 温 は 一15°C程
度 とな った.連n27次 隊 との 引 継 準 備 に 追 われ 忙 しい毎
[1であ る が 仕 事の 合 間 をぬ っ て ク リス マ ス に は ツ リー を
飾 り,ま た 正 月用 に4人 が それ ぞれ 郷 土 別 に特 色 の あ る
お節 料理 を 作 り新 年 を迎 え る 用 意 も整 っ た.
9月2711にみ ず ほ 基地 を 出 発 して い た ドー ム旅 行隊 は
その 後 順 調 に旅 行 を続 けll月30|1に無 ・IFドーム キ ーvンプ
(77°S,35°E)に到 着 した.向 陵 は キ ャ ンプ地 に8「1
問滞 在 し,ボ ー リ ングや 各種 雪 氷 観 測 を実 施 し て 多 くの
● 成・を得… がで・た・12… キ・ンプ・・発・・
延820kmに及ぶ地域の調査を実施しつつ12月25日前進
拠点に到着した.
前進拠点では3人 の隊員が,雪の ヒに ドラム缶で特製
の風呂を作って3か 月間風呂なしの生活を送った旅行隊
員を迎えて くれた.石 けんが無くウール用洗剤で代用し
なければならなかったが,3か 月間の汚れを落して爽や
かな気分で新年を迎えることが出来た.
南極はこれか ら2月h旬 まで暖か く晴天の多いITが続
き,野外活動には最も適した時期となるが,越冬隊員達
はこの季節を楽しむ間 もなく帰国準備と新 しい隊の受入
れ準備に忙殺される.し かし,その忙しさもn本 から1
年間の便 りを満載した,「しらせ」を迎える準備で あ る
ことを思えば少 しも呂:にはならない.昭 和基地の西の空
に第1便 を積んだヘ リコプターの爆音が聞こえるのを隊
員達は首を長くして待っている.
シ ンポ ジウム報告
第8回 極域生物シンポジウム
昭和60年12月4～6Hの3|【間,当 研究所講堂におい
て第8回 権威生物 シンポジウムが開催された.発 表論文
は展示発表4篇 を含めて45篇あり,参 加人員も延べ120
名に達した.4|1,5Hの両 「1は海洋生物,6「1は陸上
生物と広範囲にわたる傾城の生物に関する研究発表,討
論が行われた.
海洋生物では,第23次か ら第25次までの国際BIOM
ASSに 関連した沿岸域における越冬観測が終了してお
り,このうち特に冬期海氷下におけるナンキョクオキア
ミの生態に関する新たな知見が加えられたほか,従 来あ
まり行われなかった有機物の分解過程の研究発表などが
注目された..・方,陸1:生物では,昨 年出発した第27次
隊より陸 」二生物の調査が再開されることもあり,これま
で小規模なが ら継げ られてきた研究の成果を一一堂に集め
て討論するとい う有意義な集会ができた,
プ ロ グ ラ ム
A.海 洋 生 物
1.　SIBEX-II調査(開 洋 丸)
1.開 洋 丸SIBEX調 査 航 海 の 概 要
2.
3.
4.
5.
6.
(小牧 勇蔵)
南 大 洋 の75°E・90°W・ ドレー ク海 峡 ・30°W線
沿 い に お け る 海 洋 構造 の 特 徴 とそ の比 較
(永延 幹 雄,小 牧 勇蔵)
南 大 洋 の 亜熱 帯 収 束線 域 ・オ ー ス トラ リア亜 南 極
前 線 域 ・南極 収 束 裸城 に お け る表 面 水 温 の連 続 変
化II
(永延幹 雄,小 牧 勇蔵,奈 須 敬二)
南 大洋90°W　・　Drake　Passage　・　30°～20°W線 沿
い に お け る ク ロ ロ フ ィル の 分布
(福井 深,角 谷 伸 之,岡 部史 部)
開 洋 瓦SIBEX-IIの調 査 航 海 で 採 取 さ れ たEu-
phausia　superbaの生 物学 的 特 性 につ い て
(遠藤宜 成,今 関 哲 夫,小 牧 勇蔵)
開洋 丸SIBEX-II調査 航 海 にお け る鯨 類 ・海 鳥 類
目視 観 察 結果 に つ い て
(小牧 勇蔵,磯 部 貞 夫,船 戸健 次)
II.　海 鳥 類
Lべ ー リ ング海 に お け る マ ダ ラ シロ ハ ラ ミズ ナ ギ ド
リの 分 布
(小城 春 離,田 中 博之,吉 川 秀嗣)
2.エ トピ リカ に お け る 年 令指 標 とし て の ク チバ シ の
　 　 　furrow
(川中 博之,小 城 春 雄)
III.　'分解 過 程
1.南 極 定 着 氷下 で採 集 され た 各種 粒 状 有 機物 の 実 験
的 分 解
(松川 治,川 口弘 一・,石川供 吾>
2,太 平 洋,イ ン ド洋 及 び 南 大洋 にお け る表 面 海 水 中
?
??
?
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2.
の リ ボ 多 糖 の 分 布
(富永 裕 之,福 井 深,川tl唖 則)
有 機 塩 素 化 合 物
Differentiati。n　of　various　POPulations　of Dall's
and　True's　porpoises　using　organochlorines　as
tracers
(Subramanian,　A.N.,川 辺 拮 介,立 川 涼)
南 氷 洋 で 捕 獲 し た ミ ン ク ク ジ ラ の 生 物 過 程 と 有 機
塩 素 化 合 物 の 蓄 積 特 性
(三浦 精 二,立 川 涼,川 辺 信 介)
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3.南 極 海 の ミンク ク ジ ラに よ る 履 金 属 蓄 積 とそ の雌
雄 ・加 令 に よる 変 動
(本田 克 久,山 本 義 志,鴫 津 久 美 子,立 川 涼)
V.ク ロ ロ フ ィル ・植 物 プ ラ ンク トン
1.南 大 洋 にお け る表 面 ク ロ ロ フ ィル 昂:変動 の 解 析
(谷口 旭,浜 田悦 之,岡 崎 美 穂 子,内 藤 靖 彦)
2.「 し らせ 」 航 路(1984-1985)にお け る表 面 海 水
IITのク ロ ロ フ ィルーa量
(福田 靖,大 野」1三夫)
3.　PrydzBayにお け る　bloorning現象
(福井 深,大 鯛 和 裕,岡 部史 郎)
4.南 極 定 着氷 中 に 見Hlされ た微 細 藻 類 フ ロ ック
(渡辺研 太 郎,佐 藤博 雄)
5.南 極 昭 和 基地 周 辺 で のice　algaeの光 合 成 に つ い
て
(佐藤 博雄,渡 辺研 太 郎)
VI.　オ キア ミ及び 動 物 プ ラ ンク トン
1.ナ ンキ ョ クオ キ ア ミの定 着氷 下 で の 越 冬 生態 一 昭
和 基 地 周 辺 の場 合 一
(川口弘一一,石川供 吾,松 川 治)
2.ナ ンキ ョ クオ キ ア ミの摂 餌 付 動一 餌 料 の 濃度 が 粒
子 の 選 択 性 に与 え る影 響 一
(7i井晴 人,大 森 信)
3.飼 育 下 にお け る　Euphausia　superbaの成 長 に っ
い て
(毎原 泰 彦,遠 藤 宜 成)
4.オ キ ア ミバ イオマ ス の周 期 変 動 の11∫能 性 に つい て
(一井 太 郎)
5.昭 和基 地 周 辺の 海 氷 中 に見 い 出 され る動 物 群
(谷村 篤,星 合孝 男,福 地 光男)
6.}句極 海 イ ン ド洋 区:,特iこ　Prydz　Bay　海 域 にお け
る 大 型 動 物 プ ラ ン ク トンの 水 平 的 並び に垂 直的 分
布
(山川 智,河 村 章 人)
7.「 し らせ 」 船 上 で の ジ ェ ッ トネ ッ ト採 集 に つ い て
(福田 靖)
VII.　魚 類 ・底 生 生物
1.ノ トセ ニア 亜 目魚 類 の 鼻孔 構 造
(岩見哲 夫,阿 部 宗 明)
2.南 極 海 周 辺 に 出現 す る イカ ・タ コ類
(窪寺 恒 己,奥 谷 喬 司)
3.結 氷 期 能 取 湖 に お け る ホ タテ ガ イ糞 量 測 定
(藤団 直二,森 勝 義)
4.自 走式 水 中 テ レ ビ シス テ ム に よ る昭 和 基 地 周 辺 の
ベ ン トス 生 物量 の測 定II
(沼波 秀樹,浜 田悦 之,谷 口 旭,内 藤 靖 彦)
=6
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B.陸 上 生 物
1.藻 類
1.南 極における土壌藻類の分布要因
(秋山 優,神 田啓史,大 川 ヒ邦)
2.南 極における群類群落の付若藻類
(大谷修司)
3.昭 和基地で見られた雪氷藻とその生育環境
(1i川慎吾,松 田 治,川tl弘.・)
4,南 極産Dunaliella　sp.の培養とその微細構造
(綿貫知彦,中 村消火,大 野1.E夫)
II.　鮮苔類
1,南 極宗谷海岸の蘇類の分布 と群落構成について
(神川啓史)
2.昭 和基地周辺の胞子体をつけたBryum属につい
て
(神川啓史,越 智春美)
3.南 極産蘇類の無性芽について
(伊村 智,神 川啓史)
4.鮮 苔類における亜南極要素と東アフリカ高山の共
通要素
(関 太郎)
5,南 極産鮮類群落の窒素含hl:について
(中坪孝之,伊 野良夫)
6.富 士山頂における鮮類のエネルギー収支と微気象
環境
(丸田恵美予)
III.　動 物
1,昭 和基地周辺の.土壌および淡水棲息性線虫類
(宍田幸男,大 山佳邦)
2.氷 河生物の生態学的 ・行動学的研究
(幸島 司郎)
C.展 示 発 表
1.南 極 地域 観 測 で 得 られ た 南 大洋 の 海 況
(岩波 圭 介,塩 崎 愈,倉 本 茂樹,道 川 豊)
2.ブ ラ イ ド湾,グ ンネ ル ス バ ンク,リ=ツ ォ ・ホル
ム 湾 の ク ロ ロ フ ィルーa昂:につ い て
(大野 正夫)
3,「 し らせ 」 船 上 に お け る 表 層 ク ロ ロ フ ィル連 続 測
定 シ ス テム に つ い て
(福地 光 男,福 田 靖,大 野 正 夫>
4,南 極 藻 類 の 生 化 学的 研 究 へ の ア プ ロー チー フ ェ レ
ドキ シ ンの 分 離 一
(新 勝 光,先 浜直 子,小 川晃 男,高 橋 永 治)
極 地 研 二;一 ス70
研 究 所 出 版 物
南 極 資 料87・)J-95頁1985年12月
Memoirs　of　National　Institute　ofPolar　Research
　 Special　Issue,　No.　38:　Energetic　and　dynamics　of
　 　 the　middle　and　the　upper　atmosphere　at　high
　　　southern　latitudes,　collected　papers　presented　to
　 the　SCAR　 Workshop　at　Bremerhaven.　September
　 　 25-28,　1984,　ed.　by　T.　NAGATA.　164p.　December
1985.
JARE　Data　Reports
　 No.　108　(Upper　Atmosphere　Physlcs　3);　Upper
　 　 atmosphere　physics　data,　Syowa　Station,　1983.　by
　 　 H.　SAKuRAI　et　`ll.　212p.　November　1985.
　 No.　109　(Earth　Science　2);　Aeromagnetic　survey
　 　 around　Syowa　Station,　Antarctica.　(2)　F|ights　No.　.
　 　 6-10　by　JARE-21.　by　K.　SHIBuYA.　87p,　No・
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研 究 課 題
外 国 人 研 究 者 の 紹 介
イペ ル セ ン博..L　([ver　B.　Iversen)
外il尋人研 究 員
デ ンマ ー ク宇 宙 科 学 研 究 所
IY{痢161{r1月4日～3月311|
オー ロ ラ電 場 の 南 北 共 役性 の研 究
来 訪 者
10月3|1～10月8「l　Dr,　OHTA、　Y.　(ノル ウ ェ ー極 地
研 究 所研 究 些.t)
10月10|1～10月17fi　Dr,　SWANI.　N.　(イン ド地 球 科
学 研 究 所 研 究 は)
10月11日～10月17[|Dr,MALLEY,」,(ヨハ ネ ス ・グ
ー テ ンベ ルグ 大 学 宝 石 研 究 所 研 究 員)
10月19|1～10月23|l　Dr.　NAIR,　N.　(イン ド地 球Fト学
研 究 所 研 究 室 長)
10Jl20H～10J]241TDr.HONJO.S.(ウソズ ホ ー ル海
洋 研 究 所 教 授)
10月31|l　Dr.　SHERMAN,　K.(米 国 立 海 洋 ・ノく気 構
北東 水産 研 究 所 研 究 員)
11月ll|　Dr.NISHIYAMA,T,(アラ ス カ 大学 海 洋 研
究 所 准 教授)
11月6|l　Mr.　TILLMAN,　J.　(ワシ ン トン大 学 バ イキ
ング コ ン ピ ュー タ ー セ ンタ ー 長)
11月4}|～12月7[1　Mr.　ESTABROOK,　C.　(アラ ス
カ 大学 地 球物 理 研 究 所 大学 院 学 生)
12月16|l　Dr.　COLE,　K.(オ ー ス トラ リア ラ トロ ー
ペ 大学 教授)
12月20[.1　Dr.　ADHIKARI.　T.　(ネパ ール 鉱 μ【省1三任
研 究 官)
12月22|1～12月23[11)r.TRIVETT.N.(カナ ダ 環境
庁 大気 環境 研 究 部研 究tu
第26次 隊 月 例 報 告(11月 ～12月)
第5回 み ず ほ旅 行 隊 が11月6日 昭 和 基 地 に 帰 着 し,こ
の 旅 行 で26次越冬 中 に計 画 され た 昭 和 基 地,み ず ほ 基 地
問 の 旅 行は す べ て終 了 した.11月 は悪 天 が 続 きこ の 月 と
して は珍 らしいA級 ブ リザ ー ドも含 め,ブ リザ ー ドは3
度 来 襲 した.12月 中 旬 以 降 は 夏 型 の 天 気 とな った が 気 温
は 低 目 に経 過 した,こ の た め 雪 融 け が 遅 れ 基 地 の まわ り
の あ ちこ ち に ドリフ トが 残 った.
観 測報 告
宙 空:VLF自 然 電 波 とオ ー ロ ラX線 の1,f]ag'観測 を 目
的 と した 大 気 球 実験 は15日に リノ・一 サ ル を 行 い,16|]よ
リ ス タ ンバ イに 入 った.」1層 の 風 が 弱 ま っ た29,30「1
に5,000m3の気球 を放 球 し 連 続 観 測 に 成 功 した.ま た
12月3,13nには15,000m3の気 球 を放 球 しそ れ ぞれ14
時 間 の 連 続 観 測 に成 功 した,
生 物 ・医 学:ス カ ル プ ス ネ ス ・ス カ ー レ ン地 区 の 湖 沼
水 調 査,ラ ング ホブ デ ぬ るめ池 調 査,動 物 セ ンサ ス な ど
の 沿 岸 調 査 旅 行 を行 った.
雪 オい 地 学:前 進 拠 点 で 行 われ て い た 氷床 ボ ー リ ング
はll月6日 に 予定 の200mに 達 し終 了 し た.低 層 ゾ ンデ
や 放 射 計 を用 い た 気 象観 測 を実 施 した.11月91Tに 前
進 拠 点 を出 発 した ドー ム 調 査隊 は,22i|77°S,35°Eの
ドー ム 頂 上 予 定地 に到 着 した,ド ー ム頂1探 査 を実 施 し
た 糸Ill果,77°15'29"S,39°13'04uE(標高3,802m>から
77°22'24"S,39°36'50"E(標高3,807m)にか け て の地
域 が ドー ム 頂 上部 を 形 成 して い る こ とが わ か った.ド ー
ム キ ャ ンプ に も ど り深 さ40mの ボ ー リ ング を 実 施 した
後,12月9「1に ドー ム キ ャ ンプ を 出 発 した,約820km
の 調 査旅 行 を 行 い25「1前進ea、,fiに到 着 した.前 進 拠 点 で
は ボ ー リ ング 孔の 検 層,ス トレ イ ング リ ッ ドの再 測,帰
途 の 旅 行 準 備 を 行 っ た.
設 営報 告
種 類
11月 12月
消費:`t残 品:消 費硅 残 量
.普通 軽 測125
,286
乗丁 」由1,800
332,77727.250
33,600 800`
305,527
32,800.
12月は27次隊の 受 け 入れ 準 備 の た め,全 員 作業 を15n
間 に わ た っ てi1'った.Eな もの は,飯 場 棟 の 取 り壊 し と
新 作 業1:作棟 予定地 の 根 切 り]1'IF.砂ま き,除 雪,道 路
整 備,内 陸 棟 ・夏 期 隊 員 宿 舎 の 整 備,見 は ら し岩 か らの
油 移 送 等 で あ る,200KVA2号 機 シ リ ンダ ー 内 へ の 水
混 入が 発見 され た た め エ ンジ ンオ イル を 交 換 し,全 機 に
エ キ ゾー ス トシ ャ ッ ター を取 付 け た.4ト ン鉄 槌 を掘 り
出 し見 は らし ヤ'}へ移 送 した.野 外 で の活 動 が 増 えた た め
か.　II唇の 熱 傷,眼 精 疲 労,腰 痛 な どが増 え た が.大 き
な ケ ガ もな く隊 員 も概 ね 健 康 で あ る.
極 地 研 ニ ュ ー ス71
南 極 月 別 気 象 資 料(Month|y　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　CC)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(:C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　leve|)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
昭 和基 地(Syowa;89532)
11月(Nov.)
一7 .6
-0 .2
-19 .4
978.8
2.7
74.0
6.8
12月(Dec.)
一2 .5
4.1
-10
.7
983.4
3,3
65.0
7.0
最大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 le.rnin.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/s)39.8(11,NE)35.3(10,NE)
平 均 雲 量(Meancloudcover)(1/10)8.66,1
快 晴 日数　(Numbea　of　clear　days)　 1　 3
み ず ほ 基地(Mizuho:89544)
11J](Nov.)
一26 .2
-14 .7
-41
.4
725.7
12月(Dec.)
一19
.7
-10 .8
-30 .3
733.5
(stati・n　pressure)
8,7
33.2(U,NE)26.4(5,ENE・9,NE)19.3(11,NE)
9.5
6.8(10,ENE)
23.7(11,IE)20.6(10,ENE)
【極 地 豆 事 典 】 のCO・　をkむ ガスを常時流して比較光束に光学的バイ
アスをかける差動型に改良されている.
昭 和 基 地 にお け る新 た なCO,濃 度 試料空気はダイヤフラムボンフで 吸引され,調 圧器と
測 定 シ ス テ ム ー ドル弁によつて流昂調 整さオして分析計 に導入 され
る.試料空気に含まれるエアロゾルは2段 のフィルター
により,また水蒸気は 一60°CのトラップでそP灘 ・蜥 れぞ繊 去さ抵 .・の ・ラガ は試料頼 を
乾燥化させるためだけではな く,試料空気と標
もあユさニ1'lte「 準ガスを分析計に導入する前にあらかじめ等温
'S°knotd　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 度に調整するための役割も果たしている.標準
蟹ξkガ スは調川器 で減11三され,試 料空気と共通の配
管系を通して分析汁に導入される.3個 の電磁
Sl・・da・d　　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 弁を一定のプログラムに従って順次作動させる
　 　 　gas
ことによって,標 準ガス及び試料空気を次々に
}tegti、1。,{15ndJ"i,}析 計 の サ ン プ ル セ ル 内 の 圧 力 変 動 に 起 因 す る 誤
CO2連続測定装置のガス導入系の概略図 差をな くするため・ガスの流れを111めて濃度測定を行う
{嫌 がtXJI]された・また蜥 訪日1力の非醐 を枷1す
大気中のCO2濃度を高精度で 連続測定する システム るために,2本 の標準ガス濃度のほぼ中間の濃度のチェ
iが東北大学で試作され,25次隊か ら昭和基地に導入され ックガスも定期的に流している.
iた.そのガス導入系の概略を図に示す.こ のシステムの 得られたデータの長期にわたる ・貫性を保持するため
}接ガス部はCO2の 選択的吸着や放出を避けるために,に,最 も基本となる基準ガスグループは半永久的に保存
}ほ とんどがステンレススチール及びパイレックスガラス されている.昭和基地で使用される標準ガスはこのグル
1に より構成されている.分析部本体には市販の非分散型 一プにより,NDIR分 析計を用いて検定されている.
1赤 外(NDIR)分 析計を用いているものの,そ の電気 またこれ らの基準ガスは,濃度の絶対検定法の一つであ
t
{系,光 学系に独自の改良を加え,出 力ノイズはCO2濃 る重量法を用いて製造されたガスによって検定されてい
{度 で ±0.01ppm相当,ま た出力の再現性 もノイズ幅以 る,基準ガスの安定性を調べるため,3年 に1回の割合 、
1下 という世界的にみて最も高い精度が得られるようにな でこうした重量法による絶対値のチェックが行われてい
戸 た・また冷 析歌 そのリ・・レ・スセルに一躍 度 る・{
8
